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Toward a History of Optical Boxes for Looking Into

 Hideyuki YOSHIMOTO
 

Summary

   In the preceding papers, I made critical analysis of Camera Obscura in the West and Japan. In 
this paper, I make an attempt to describe the history of the “perspective box,” “boîte d’optique” 
in French or “Guckkasten” in German, by which perspective prints (optical prints) were looked 
in. 
   The first known reference to the “perspective box” was on the 1646 entry in the Dagregister, 
Diary of the Dutch Trading House at Dejima in Japan. 
   The “perspective box with perspective prints” was very popular in the eighteenth and nine-
teenth centuries. At first, the attractive features of this optical apparatus were perspective and 
realistic views of landscape prints.  Then the prints were diversified by adding the topics of 
historical battles, major political events, famous religious scenes, great disasters, and ghosts or 
phantoms.  At the end, the apparatus with these prints have evolved into the one kind of “theater” 
in the market places before disappearing. 
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序
　

二
十
世
紀
の
視
覚
を
形
成
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
映
画
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
映
画
は
、
一
八
九
五
年
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
パ
リ
の

グ
ラ
ン
カ
フ
ェ
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
観
客
に
見
せ
た
。
し
か
し
、
装

置
そ
の
も
の
は
、
一
八
九
一
年
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
り
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
と

し
て
発
明
さ
れ
て
い
た
。
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
一
人
ひ
と
り
が
箱
の
中
を
覗
き
込
む
装
置
で
あ
っ
た
。
最
初
の
フ
ィ

ル
ム
の
長
さ
は
十
二
秒
、
商
業
化
さ
れ
た
時
点
で
長
く
て
四
十
秒
と
今
の

映
画
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
三
年
の

シ
カ
ゴ
万
博
に
出
展
さ
れ
、
一
八
九
四
年
に
商
業
化
さ
れ
た
。
一
八
九
四

年
四
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
「
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
パ
ー

ラ
ー
」
が
開
店
し
た
。
こ
れ
は
、
店
内
に
数
台
か
ら
十
台
近
く
の
キ
ネ
ト

ス
コ
ー
プ
が
置
か
れ
、
好
き
な
台
に
一
セ
ン
ト
を
入
れ
る
と
一
本
せ
い
ぜ

い
数
分
程
度
の
映
画
を
約
十
本
見
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
類
似
の
店

舗
が
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
、
世
界
中
の
都
市
に
広
ま
っ
た
。
映
画

フ
ィ
ル
ム
の
標
準
（
三
十
五
ミ
リ
幅
、
一
秒
間
に
二
十
四
コ
マ
）
を
作
っ
た

と
い
う
功
績
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
映
写
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
広
が

る
と
、
人
気
は
下
火
に
な
っ
た
。
覗
き
込
む
タ
イ
プ
の
映
像
装
置
は
、
投

影
す
る
タ
イ
プ
の
映
像
装
置
に
、
商
業
的
に
は
敗
北
し
た
と
言
え
る
。

覗
く
視
覚
装
置
の
系
譜
学
的
研
究
に
向
け
て
︱
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵
を
中
心
に

吉
本
秀
之

　

視
覚
装
置
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
に
始

ま
り
映
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
至
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
す
る
タ
イ
プ
の

背
後
で
、
あ
る
い
は
裏
側
で
、
顕
微
鏡
、
望
遠
鏡
、
覗
き
眼
鏡
、
ス
テ
レ

オ
ス
コ
ー
プ
、
最
近
の
Ｖ
Ｒ
等
、
覗
き
込
む
視
覚
装
置
が
確
実
に
存
在
し

て
い
た
。
今
回
の
論
考
は
、
近
代
に
限
定
し
、
特
に
十
八
世
紀
初
め
か
ら

十
九
世
紀
初
め
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
、
い
く
ら
か
遅
れ
て
日
本
で

も
流
行
し
た
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
覗
く
視
覚
装
置
の

系
譜
学
的
研
究
の
出
発
点
を
与
え
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

覗
き
眼
鏡
は
、
最
単
純
形
で
は
、
四
角
の
箱
に
レ
ン
ズ
を
つ
け
た
だ
け

の
も
の
だ
。
初
期
に
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
作
ら
れ
古
典
時
代
の
代
表
的

な
視
覚
装
置
と
な
っ
た
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
転
用
し
た
場
合
も
あ
り
、

実
際
、
研
究
者
の
間
で
も
両
装
置
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
用
語
の

確
認
が
必
要
と
な
る
。

　

用
語
の
検
討

　

覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
る
先
行
研
究
は
、
非
常
に
少

な
い

1
。
そ
の
な
か
で
は
最
新
に
近
い
論
文
の
ま
と
め
を
引
用
し
、
検
討

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
カ
ル
デ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
一
八
九
五
年
『
プ
リ
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　　　　エジソンのキネトスコープ　1894

Guckkasten,  TECHNOSEUM
 -Landesmuseum für Technik und Arbeit Mannheim 所蔵

　　　　Camera Obscura, D. Lardner, 1855
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ン
ト
・
ク
ォ
ー
タ
ー
リ
ー
』
に
発
表
し
た
論
文
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

こ
の
装
置
を
指
す
専
門
用
語
、
ゾ
グ
ラ
ス
コ
ー
プ
（Zograscope

）
と

い
う
新
語
を
造
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
十
八
世
紀
の
科
学
器
具
製
造
業

者
と
し
て
有
名
な
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

語
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
。「
大
陸
で
は
、
こ
の
視
覚
装
置
と
眼
鏡
絵
を

指
す
言
葉
は
、
も
う
少
し
単
純
で
あ
っ
た
。
こ
の
装
置
が
生
ま
れ
た
場

所
と
み
な
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
絵
図
の
方
は
ヴ
ュ
・
オ
プ
テ
ィ
ッ

ク
（vue d'optique

）
ま
た
は
遠
近
法
的
光
景
（vue perspective

）
と
呼

ば
れ
、
装
置
の
方
は
単
純
に
オ
プ
テ
ィ
ッ
ク
（optique

） 

ま
た
は
光
学

箱
（boîte d'optique

） 

と
呼
ば
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
絵
図
の
方
は
覗
き

絵
（G

uckkastenbild

）
ま
た
は
覗
き
画
（G

uckkastenblatt 

覗
き
箱
の
紙

葉
）
と
呼
ば
れ
、
光
学
装
置
の
方
は
覗
き
箱
（G
uckkasten

）
と
呼
ば
れ

た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、こ
の
遠
近
法
的
写
実
画
（R

ealetti Prospettive

）
は
、

光
学
箱
（C

am
ere O

ttiche

）
を
通
し
て
見
ら
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
こ

の
光
学
図
版
（opticaprent

）
は
、
オ
プ
テ
ィ
カ
（optica
）
で
覗
き
込
ま

れ
た

2
。」

　

ゾ
グ
ラ
ス
コ
ー
プ
（Zograscope

）
は
、
反
射
鏡
を
四
十
五
度
に
設
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
説
明
的
に
光
学
的
斜
鏡
装
置
（O

ptical D
iagonal 

M
achine

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

以
上
、
装
置
だ
け
に
注
目
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
こ
の
装
置
は
、

覗
き
穴
に
は
め
ら
れ
た
レ
ン
ズ
と
箱
か
ら
な
る
。
普
及
し
た
携
帯
型
カ

メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
と
同
じ
く
、
四
十
五
度
の
反
射
鏡
が
つ
い
て
い
る

種
類
も
あ
っ
た
。
装
置
の
名
称
と
し
て
は
、
レ
ン
ズ
に
注
目
し
て
「
光

学
的optic

」
と
そ
の
派
生
語
、
画
像
を
収
め
る
入
れ
物
に
注
目
し
て

「
箱
」、
箱
に
収
め
て
み
る
元
々
の
絵
の
特
徴
に
よ
っ
て
「
遠
近
法
的 

perspective

」、
そ
し
て
最
後
に
穴
を
通
し
て
な
か
を
見
る
見
方
に
よ
っ

て
「
覗
き
」
と
い
う
四
要
素
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

さ
て
、
筆
者
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
じ
め
て
発
表
し
た
の
は
、

二
〇
一
八
年
五
月
二
十
七
日
東
京
理
科
大
で
開
か
れ
た
日
本
科
学
史
学

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
発
表
の
あ
と
、
会
場
に
い
た
イ

タ
リ
ア
留
学
の
体
験
を
も
つ
光
学
史
研
究
者
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
語
の
用
法

に
関
し
て
質
問
を
受
け
た
。
そ
の
場
で
は
回
答
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
各

国
語
の
用
法
・
用
例
に
つ
い
て
、
各
国
語
の
辞
書
・
事
典
類
、
光
学
史
や

印
刷
文
化
史
の
文
献
を
調
べ
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
す
る
と
長
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

結
果
だ
け
を
記
そ
う
。

　

イ
タ
リ
ア
語
の
光
学
箱
（C

am
era O

ttica

）
は
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
形
の

カ
メ
ラ
・
オ
プ
テ
ィ
カ
（C

am
era O

ptica

）
と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
・
オ

ブ
ス
ク
ラ
（C

am
era O

bscura

）
を
指
す
用
語
で
あ
っ
た
。
有
名
な
と
こ

ろ
で
は
、
マ
ル
ピ
ー
ギ
の
『
遺
著
』（
一
六
八
七
）
に
二
箇
所
ラ
テ
ン
語

と
イ
タ
リ
ア
語
の
用
例
が
あ
る

3
。
ま
た
、
十
七
世
紀
末
の
有
名
な
哲

学
辞
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
シ
ョ
バ
ン
の
『
哲
学
辞
典
』

（
一
六
九
二
）の「
視
覚
」の
項
目
で
も
複
数
の
用
例
が
見
ら
れ
る

4
。
ま
た
、

十
八
世
紀
以
降
の
イ
タ
リ
ア
語
の
辞
典
類
で
も
、
同
じ
用
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
前
に
記
し
た
通
り
、
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
覗
き
眼
鏡
に

転
用
す
る
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
イ
タ
リ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
の

光
学
箱
が
覗
き
眼
鏡
を
指
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
中
心

的
に
は
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
指
す
用
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
押
さ
え
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
光
学
箱
」
と
い
う
言
葉
は
、
多
く
の
事
例
で
は
覗
き
眼
鏡

を
指
し
た
が
、
言
語
に
よ
っ
て
覗
き
眼
鏡
を
指
す
場
合
と
、
カ
メ
ラ
・
オ
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ブ
ス
ク
ラ
を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
。

　

上
の
カ
ル
デ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
の
引
用
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
オ

ラ
ン
ダ
語
で
遠
近
法
箱
（Perspectyfkas

）
と
呼
ば
れ
る
装
置
が
あ
る
。

こ
れ
と
の
異
同
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。

　

簡
単
に
い
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
遠
近
法
箱
は
、
固
有
名
詞
に
近
い
存
在

で
あ
る
。
制
作
年
代
も
一
六
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
六
七
〇
年
代
に
か
け

て
の
数
十
年
間
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
原
理
そ
の
も
の
は
、
覗
き
眼
鏡
と

違
わ
な
い
が
、
箱
の
な
か
の
五
面
に
、
室
内
や
教
会
堂
内
を
描
き
、
側
面

に
空
け
た
穴
か
ら
片
目
で
覗
き
込
む
と
、
そ
の
小
さ
い
箱
が
現
実
の
室
内

で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
し
て
指
ほ
ど
の
大
き
さ
に
描
か
れ
る
人
物
が
等

身
大
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
装
置
で
あ
っ
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・

ホ
ー
ホ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
が
残
し
た
一
六
五
〇
年
代
後
半
制
作
の
美
品
が

も
っ
と
も
有
名
な
遠
近
法
箱
の
事
例
で
あ
る

5
。
覗
き
眼
鏡
の
非
常
に
特

異
な
事
例
だ
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
語
の
用
例
も
検
討
し
よ
う
。
タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
が
述
べ
る

よ
う
に

6
、
一
六
四
六
年
と
い
う
早
い
時
期
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
載
っ
て

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
が
長
崎
に
舶
来
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク

ラ
に
対
す
る
日
本
側
の
反
応
は
な
か
っ
た
が
、
同
じ
一
六
四
六
年
オ
ラ
ン

ダ
側
は
別
の
視
覚
装
置
を
日
本
に
送
っ
た
。
遠
近
法
箱
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
六
四
七
年
、
他
の
献
上
品
、
ラ
ク
ダ
や
ヒ
ク
イ
ド
リ
と
と
も
に
江
戸
に

持
ち
込
ま
れ
た
。
江
戸
で
は
、
こ
の
覗
き
箱
は
人
気
を
博
し
た
。
舶
来
の

こ
の
装
置
を
日
本
人
は
「
極
楽
箱
」
と
呼
ん
だ
。

　

こ
の
初
期
の
出
会
い
の
あ
と
、
ど
の
程
度
、
ど
う
い
う
頻
度
で
、
覗
き

眼
鏡
と
眼
鏡
絵
が
舶
来
し
た
の
か
判
明
で
は
な
い
が
、
着
実
に
江
戸
時
代

の
視
覚
文
化
と
し
て
根
付
い
た
。

　

そ
し
て
、
西
洋
で
は
表
に
で
な
か
っ
た
言
葉
が
表
に
出
た
。「
か
ら
く

り
」
で
あ
る
。
普
及
形
態
、
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
進
化
の
最
終
形
態

と
し
て
は
、「
覗
絡
繰
・
覗
機
関
（
の
ぞ
き
か
ら
く
り
）」
と
な
っ
た
。
京

阪
で
は
「
の
ぞ
き
」
と
略
さ
れ
、
江
戸
で
は
「
か
ら
く
り
」
と
略
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
の
装
置
は
、『
小
学
館　

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
大
道
芸
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
大
き
な
箱
の
中
に
物

語
に
応
じ
た
絵
を
数
枚
納
め
て
置
き
、
箱
の
両
側
に
立
っ
た
二
人
が
、
物

語
に
節
を
つ
け
て
う
た
い
な
が
ら
綱
を
引
き
、
絵
を
順
次
転
換
さ
せ
る
装

置
。
こ
れ
を
前
方
の
眼
鏡
か
ら
覗
か
せ
て
料
金
を
と
っ
た
。」
大
衆
芸
能

と
し
て
市
場
に
進
出
し
た
の
ぞ
き
か
ら
く
り
は
、
遠
近
法
や
光
学
的
側
面

は
、
背
景
に
退
き
、
地
獄
極
楽
や
演
劇
的
空
間
を
穴
を
通
し
て
覗
き
見
る

装
置
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
の
展
開
に
関
し
て
は

7
、『
江
戸
期
視
覚
文
化
の
創
造
と
歴
史

的
展
開
：
覗
き
眼
鏡
と
の
ぞ
き
か
ら
く
り
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
）

で
覗
き
眼
鏡
と
覗
き
絵
に
関
す
る
も
っ
と
も
体
系
的
な
研
究
書
を
だ
し

た
板
垣
俊
一
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

板
垣
に
よ
れ
ば
、
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
光
学
装
置
は
、
普
通
の
近
視
用
や

遠
視
用
の
眼
鏡
だ
け
で
な
く
、望
遠
鏡
、顕
微
鏡
（
虫
眼
鏡
）、写
真
鏡
（
カ

メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
）
を
含
め
て
「
眼
鏡
細
工
」
と
呼
ば
れ
た
。
さ
ら
に
、

現
実
を
映
し
た
絵
画
や
版
画
を
覗
き
込
む
た
め
の
眼
鏡
細
工
が
あ
り
、
こ

れ
が「
覗
き
眼
鏡
」と
呼
ば
れ
、「
覗
き
眼
鏡
」で
見
ら
れ
る
絵
が「
眼
鏡
絵
」

と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、「
絵
を
箱
の
中
に
入
れ
て
レ
ン
ズ
越

し
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
に
し
た
覗
き
眼
鏡
が
あ
っ
た

8。
」
彼
は
こ
れ
を

「
の
ぞ
き
か
ら
く
り
」
と
名
づ
け
、「
覗
き
眼
鏡
」
と
は
は
っ
き
り
と
区
別

す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。「
の
ぞ
き
か
ら
く
り
」
の
代
表
的
ネ
タ
は
「
地

獄
極
楽
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
覗
き
眼
鏡
」
の
ネ
タ
は
、
人
間
の
住

む
こ
の
世
の
都
市
で
あ
り
建
物
で
あ
り
風
景
で
あ
っ
た
、
と
板
垣
は
ま
と
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め
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
展
開
の
ま
と
め
と
し
て
、
以
上
の
板
垣
俊
一
の
見
解
は

妥
当
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
こ
の
光
学
装
置
の
出
現
か
ら
、
十
八
世
紀
十
九
世
紀
に
お
け
る
多
様
な

展
開
を
追
い
か
け
る
と
き
、「
覗
き
眼
鏡
」と「
覗
絡
繰（
の
ぞ
き
か
ら
く
り
）」

を
峻
別
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
視
覚
装
置
群
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
両

極
に
置
く
視
点
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
、
こ
こ
で

は
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　

顕
微
鏡
と
望
遠
鏡

　
覗
き
込
む
装
置
の
特
徴
を
つ
か
む
た
め
、
初
期
近
代
に
出
現
し
た
他
の
光

学
装
置
に
も
注
目
し
よ
う
。
顕
微
鏡
と
望
遠
鏡
で
あ
る
。
通
説
に
従
え
ば
、

顕
微
鏡
は
、
一
五
九
一
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
眼
鏡
職
人
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
ゼ
ン
と

ツ
ア
リ
ス
・
ヤ
ン
ゼ
ン
が
発
明
し
た
。
望
遠
鏡
は
そ
れ
よ
り
す
こ
し
遅
く
、

一
六
〇
八
年
十
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
眼
鏡
職
人
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ッ
ペ
ル
ス
ハ
イ

が
発
明
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
顕
微
鏡
と
望
遠
鏡
は
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に

か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
眼
鏡
職
人
が
発
明
し
た
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
そ

し
て
、
片
目
で
覗
き
込
む
光
学
装
置
で
あ
る
点
で
も
共
通
す
る
。

　

早
く
発
明
さ
れ
た
顕
微
鏡
か
ら
見
て
い
こ
う
。
十
六
世
紀
末
に
発
見
さ

れ
た
顕
微
鏡
は
、
し
か
し
、
す
ぐ
に
は
科
学
的
発
見
に
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

一
六
一
〇
年
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
が
自
作
の
顕
微
鏡
で
ハ
エ
の
観
察
を

行
っ
た
。
一
六
二
五
年
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
テ
ル
ッ
テ
ィ
（F rancesco 

Stelluti

）と
い
う
人
物
が
、顕
微
鏡
を
用
い
た
ミ
ツ
バ
チ
の
解
剖
研
究
を
行
い
、

解
剖
図
を
出
版
し
た
。
一
六
四
四
年
、
パ
レ
ル
モ
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
オ
デ
ィ

エ
ル
ナ
（G

iovanni H
odierna

）
と
い
う
人
物
が
ハ
エ
の
複
眼
を
顕
微
鏡
観
察

し
て
描
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
レ
ル
が
そ
れ
ま
で
の
顕
微
鏡
観

察
を
収
集
し
ま
と
め
て
『
顕
微
鏡
観
察
１
０
０
選
』(

一
六
五
五
―
五
六)

を

出
版
し
た

9
。
以
上
、
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
ハ
チ
や
ハ
エ
の
顕
微
鏡
観
察
は

行
わ
れ
、
観
察
図
の
出
版
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
何
か
大
き
な
発
見

と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
大
き
な
顕
微
鏡
研
究
の
流
れ
を
作

り
だ
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
顕
微
鏡
観
察
の
流
れ
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
、フ
ッ
ク
の『
ミ

ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
の
出
版
で
あ
っ
た
。
フ
ッ
ク
は
、
十
七
世
紀
前
半
の
イ

タ
リ
ア
の
研
究
の
伝
統
の
上
に
、
肉
眼
で
も
あ
る
程
度
見
え
て
い
た
も
の
を

試
料
に
選
ん
で
、
そ
れ
を
詳
細
に
観
察
し
、
非
常
に
優
れ
た
銅
版
画
を
多
数

掲
載
す
る
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
を
王
立
協
会
か
ら
一
六
六
五
年
に
出
版

し
た
。『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
の
図
版
は
、
ハ
エ
の
複
眼
、
シ
ラ
ミ
や
ノ

ミ
の
詳
細
な
形
態
、
棘
の
あ
る
葉
っ
ぱ
、
剃
刀
の
刃
、
ヒ
ト
の
髪
の
毛
、
コ

ル
ク
、
葉
脈
、
苔
な
ど
の
正
確
な
姿
を
繊
細
な
線
で
示
し
た
。

　

フ
ッ
ク
の
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
の
出
版
が
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
、

一
六
六
九
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
・
ス
ワ
ン
メ
ル
ダ
ム
の
『
昆
虫
記
』
の
出
版
、

一
六
七
一
年
イ
タ
リ
ア
人
解
剖
学
者
マ
ル
ピ
ー
ギ
の
研
究
が
ロ
ン
ド
ン
王
立

協
会
の
『
哲
学
紀
要
』
に
掲
載
、一
六
七
三
年
オ
ラ
ン
ダ
人
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ

ク
の
研
究
成
果
が
同
じ
く
『
哲
学
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
顕

微
鏡
観
察
は
明
確
な
流
れ
と
な
っ
た
。

　
顕
微
鏡
観
察
に
よ
っ
て
、
人
類
に
と
っ
て
の
未
開
の
地
、
ミ
ク
ロ
の
世
界

を
切
り
開
い
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
布
地
商
人
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
で
あ
っ

た
。
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
は
、
ご
く
小
さ
な
球
レ
ン
ズ
を
用
い
る
独
特
の
形

態
の
単
式
顕
微
鏡
を
数
多
く
自
作
し
、
フ
ッ
ク
の
複
式
顕
微
鏡
の
倍
率
を
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十
倍
程
度
超
え
た
。
手
の
ひ
ら
に
収
ま
る
こ
の
不
思
議
な
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
は
、
は
じ
め
て
現
在
の
生
物
学
に
い
う
微
生
物

（m
icrobe

）
や
細
菌
（bacteria

）
や
赤
血
球
を
発
見
し
た
。
当
時
の
学
者
の
共

通
語
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
で
い
な
い
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
は
、
俗
語
の

オ
ラ
ン
ダ
語
で
自
分
の
発
見
を
記
述
し
、画
家
を
雇
っ
て
絵
に
描
か
せ
た
が
、

す
ぐ
に
は
報
告
を
信
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
の
苦
労

の
半
分
は
、
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ
ク
以
外
に
誰
も
見
た
こ
と
も
な
い
微
生
物
の

存
在
を
ど
う
記
述
し
た
ら
信
じ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
費
や
さ
れ
た

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

10
。
そ
の
原
因
は
、
も
ち
ろ
ん
、
レ
ー
フ
ェ
ン
フ
ッ

ク
が
そ
の
独
特
の
顕
微
鏡
の
製
作
法
も
使
用
法
も
明
か
さ
な
か
っ
た
こ
と
に

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ひ
と
り
が
片
目
で
覗
き
込
む
と
い

う
顕
微
鏡
の
視
覚
の
特
性
に
も
、
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
を

求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顕
微
鏡
観
察
の
場
合
、
個
人
が
見
た
も
の

は
、
絵
に
描
い
て
他
者
に
示
す
し
か
な
い
。
し
か
し
、
絵
は
、
主
観
と
絵
を

描
く
技
量
に
大
き
く
依
存
す
る
。
顕
微
鏡
観
察
の
公
共
性
と
客
観
性
は
、
そ

の
ひ
と
り
で
覗
き
込
む
形
式
の
せ
い
で
、
保
証
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
先
走
っ
て
付
記
し
て
お
こ
う
。
顕
微
鏡
的
視
覚
を
直
接
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
す
二
十
世
紀
後
半
の
技
術
開
発
が
成
功
す
る
ま
で
、
こ
の
根
本

的
非
共
有
性
を
う
ち
破
る
に
は
、
写
真
術
と
組
み
合
わ
せ
る
し
か
な
か
っ

た
。
科
学
技
術
医
学
史
的
に
顕
微
鏡
写
真
が
ほ
ん
と
う
に
活
躍
し
た
の
は

一
八
八
〇
年
前
後
の
コ
ッ
ホ
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。

　
望
遠
鏡
は
、
顕
微
鏡
と
は
異
な
る
動
き
を
示
す
。
望
遠
鏡
の
発
見
が
伝
え

ら
れ
た
翌
年
、
一
六
〇
九
年
の
夏
、
ガ
リ
レ
オ
は
、
本
人
の
弁
で
は
発
見
の

報
を
聞
い
た
だ
け
で
望
遠
鏡
を
自
作
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
六
〇
九
年

の
夏
、
ず
っ
と
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
、
ガ
リ
レ
オ
は
天
文
観
測
に
没
頭

し
た
。
望
遠
鏡
で
観
測
す
る
と
、
夜
空
に
は
、
肉
眼
で
は
見
え
な
か
っ
た

も
の
が
数
多
く
見
え
た
。
月
の
表
面
の
あ
ば
た
が
い
わ
ば
月
の
海
と
山
（
表

面
の
凹
凸
）
で
あ
る
こ
と
や
、
天
の
川
が
多
く
の
星
星
の
集
合
体
で
あ
る
こ

と
や
、
と
く
に
木
星
の
衛
星
を
は
じ
め
て
発
見
し
、
メ
デ
ィ
チ
星
と
名
づ
け

た
。
夏
の
観
測
結
果
を
『
星
界
の
報
告
』
と
い
う
書
物
に
急
い
で
ま
と
め
、

翌
一
六
一
〇
年
三
月
に
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
出
版
し
た
。『
星
界
の
報
告
』
は
、

新
し
い
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
だ
と
受
け
取
ら
れ
、
一
種
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
巻
き
起
こ
し
た
。
そ
し
て
、
初
版
は
瞬
く
間
に

売
り
切
れ
た

11
。

　
ガ
リ
レ
オ
は
、
望
遠
鏡
が
切
り
開
い
た
新
し
い
宇
宙
の
姿
は
、
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
説
を
支
持
す
る
も
の
だ
と
と
っ
た
し
、
プ
ラ
ハ
で
『
星
界
の
報
告
』
を

読
ん
で
ガ
リ
レ
オ
を
讃
え
る
小
著
を
同
年
中
に
出
版
し
た
ケ
プ
ラ
ー
に
と
っ

て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、望
遠
鏡
に
よ
る
天
文
観
測
は
、肉
眼
に
よ
る
観
測
に
置
き
換
わ
っ

て
い
っ
た
。

　
同
じ
覗
く
光
学
装
置
で
あ
る
の
に
、こ
の
差
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
、天
文
学
が
古
代
に
数
学
的
学
問
の
一
分
野
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、

大
学
の
七
つ
の
自
由
学
科
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

観
測
結
果
を
交
換
・
共
有
す
る
天
文
学
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
、
言
い
換
え
て
、
天
文
学
者
の
共
同
体
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を

そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　　
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵

　

こ
の
論
考
の
主
題
、
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵
に
入
ろ
う
。
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用
語
の
検
討
で
は
、
装
置
だ
け
を
取
り
上
げ
た
が
、
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡

絵
は
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
点
を
先
に
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　

順
に
検
討
し
よ
う
。
形
態
だ
が
、
最
単
純
形
で
は
箱
に
レ
ン
ズ
が
つ
い

た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
非
常
に
残
り
づ
ら
い
も
の
だ
と

言
え
る
。
眼
鏡
絵
と
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
、
散
逸
し
や
す
く
、
仮
に
残
っ

て
い
て
も
正
体
の
わ
か
り
づ
ら
い
視
覚
装
置
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
針
穴

写
真
機
や
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
に
共
通
す
る
特
徴
と
言
え
よ
う
。
用
語

は
、
前
に
見
た
と
お
り
、
分
散
し
て
い
て
、
正
体
を
つ
か
ま
え
る
の
が
難

し
い
。

　

次
に
装
置
の
発
明
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
よ

り
も
こ
の
装
置
の
始
ま
り
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
先
行
研
究
で
は
、
十
八

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
説
と
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
あ
っ
た
と
い
う

説
が
あ
る
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ

ン
ダ
商
人
が
十
七
世
紀
初
頭
（
一
六
四
六
年
の
荷
物
に
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク

ラ
が
あ
り
、
一
六
四
七
年
の
荷
物
に
「
覗
き
箱
」

―
日
本
で
は
「
極
楽
箱
」

―

が
あ
っ
た
）
に
持
ち
込
ん
だ
荷
物
の
記
録
（『
阿
蘭
陀
商
館
日
記
』）
か
ら
、

十
七
世
紀
前
半
オ
ラ
ン
ダ
に
は
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う

12
。

　

衰
退
に
関
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
証
拠
か
ら
ド
・
ケ
ー
ゼ
ル
の
指
摘
す
る

一
八
二
〇
年
以
降
衰
退
し
始
め
た
と
い
う
説
を
と
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

セ
ッ
ト
と
し
て
の
覗
き
眼
鏡
と
覗
き
絵
の
第
一
の
特
徴
は
、
人
類
に
は

じ
め
て
、
絵
画
に
よ
る
明
確
な
遠
近
法
視
覚
体
験
を
与
え
た
点
に
あ
る
と

言
え
る
。

　

遠
近
法
的
絵
画
の
最
大
の
特
徴
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
絵
に
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
視
点
の
固
定
で
あ
る
。
固
定
さ
れ
た
単
眼
視
、
遠
近

法
的
絵
画
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば
こ
う
表
現
で
き
る
。実
際
に
描
く
に
は
、

固
定
さ
れ
た
視
点
と
対
象
物
の
あ
い
だ
に
視
線
と
垂
直
な
窓
を
立
て
、
窓

に
映
る
景
色
を
描
き
と
る
。
こ
の
作
業
は
原
理
的
に
は
難
し
く
な
い
が
、

実
際
に
最
後
ま
で
作
業
す
る
の
は
も
の
す
ご
く
手
間
取
る
。
そ
れ
を
一
気

に
簡
単
に
し
た
の
が
、
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
利
用
で
あ
っ
た
。
カ
メ

ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
使
え
ば
、
絵
心
が
な
く
て
も
、
遠
近
法
的
に
正
確
に

風
景
を
な
ぞ
る
こ
と
が
で
き
る

13
。

　

そ
う
し
て
描
か
れ
た
遠
近
法
的
風
景
画
（
景
観
図
）
を
も
っ
と
も
劇
的

に
見
る
仕
方
が
、
そ
の
絵
を
眼
鏡
絵
と
し
、
覗
き
眼
鏡
を
通
し
て
見
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

覗
き
眼
鏡
に
よ
る
視
覚
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
視
野
の
限
定
（
箱
の
な

か
に
描
か
れ
た
絵
だ
け
が
視
覚
意
識
の
対
象
と
な
る
）、
第
二
に
、
視
点
の
固

定
。
こ
れ
で
、
遠
近
法
的
視
覚
、
現
実
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
・

錯
視
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
り
、
本
の
な
か
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
取
り
込
ま

れ
て
い
る
遠
近
法
的
絵
画
は
、
自
由
な
角
度
、
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
視
点
に
観
察
者
を
置
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
正
確
に
言
え
ば
、
観
察
者
の
視
点
を
必
要
な
点
に
留
め
置
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

遠
近
法
的
に
正
確
に
描
か
れ
た
風
景
画
や
景
観
図
を
遠
近
法
的
に
見
る

装
置
と
し
て
、
覗
き
眼
鏡
と
眼
鏡
絵
の
セ
ッ
ト
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
日
本
で
も
か
な
り
の
流
行
を
見

た
が
、
十
九
世
紀
に
入
り
、
下
火
に
な
っ
た
。
流
行
の
ピ
ー
ク
は
、
十
八

世
紀
の
第
二
の
四
半
期
に
始
ま
り
、
世
紀
末
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。　

た

だ
し
、
原
理
は
す
こ
し
違
う
点
も
あ
る
が
、
十
九
世
紀
半
ば
に
は
ス
テ
レ

オ
ス
コ
ー
プ
が
類
似
の
視
覚
体
験
（
立
体
視
：
奥
行
き
感
覚
）
を
も
た
ら

す
光
学
装
置
と
し
て
、
一
定
期
間
、
か
な
り
の
流
行
を
見
た
。

　

で
は
、
眼
鏡
絵
と
し
て
は
、
ど
ん
な
絵
が
つ
か
わ
れ
た
の
か
？　

当
初



152

—
　

自
 由

 論
 文

　
—

東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 23 号（2019）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies, Vol. 23 (2019)

　　　　アウグスブルク製の眼鏡絵　A View of the Westminster Bridge, London   circa 1760

ミュンヘン　マリエン広場の眼鏡絵　1760 年頃



153

吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/
YOSHIMOTO, Hideyuki. "Toward a History of Optical Boxes for Looking Into."

—
 

Es
sa

ys
　
—

そ
れ
は
、
一
般
的
に
遠
近
法
で
描
か
れ
た
風
景
図
、
景
観
図
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
簡
単
に
は
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
用
い
て
（
あ
る
い
は

用
い
ず
に
）
描
か
れ
た
都
市
、
記
念
物
、
自
然
風
景
、
建
物
な
ど
の
透
視

画
法
図
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
別
の
題
材

も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
有
名
な
歴
史
的
戦
闘
や
政
治
的
事
件
な
ど
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
な
も
の
と
、
有
名
な
宗
教
的
場
面
な
ど
の
教
訓
的
な

も
の
で
あ
る
。
視
覚
文
化
史
に
関
し
て
重
要
な
著
作
を
連
続
し
て
出
し
て

い
る
バ
ー
バ
ラ
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
眼
鏡
絵
は
、
つ
い
に
は
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
都
市
の
町
並
み
、
高
明
な
宮
殿
や
教
会
の
見
取
り
図
、

有
名
な
戦
場
風
景
、
理
想
化
さ
れ
た
眺
望
図
、
田
舎
の
ス
ポ
ー
ツ
、「
雅

び
な
宴
」、
狩
、
乗
馬
、
楽
興
、
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
農
家
生
活
、
紫
煙

く
ゆ
り
立
つ
賭
場
風
景
、大
災
害
、「
お
化
け
の
一
種
」14
」
等
々
、マ
ジ
ッ

ク
ラ
ン
タ
ン
が
好
ん
で
見
せ
た
幽
霊
・
お
化
け
・
異
世
界
も
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
当
初
の
遠
近
法
的
絵
画
は
後
景
に
退

き
、
見
世
物
的
要
素
、
覗
い
て
見
て
面
白
い
も
の
が
前
景
を
占
め
る
よ
う

に
な
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
当
初
の
遠
近
法
的
視
覚
効
果
を
も
た
ら
す
光
学
装

置
と
い
う
側
面
は
い
く
ら
か
残
存
し
た
が
、
日
本
（
の
ぞ
き
か
ら
く
り
）

で
も
中
国(

ラ
ー
ヤ
ン
ビ
ェ
ン)

で
も
そ
し
て
発
祥
の
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
、
興
行
的
な
見
世
物
、
ピ
ー
プ
シ
ョ
ー
が
最
終
進
化
形
態
だ
っ
た

と
結
論
付
け
て
問
題
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
側
面
と
重
な
り
つ
つ
、
別
の
側
面
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

眼
鏡
絵
は
、ド
イ
ツ
で
は「
書
割
絵 K

ulissenbilder

」、イ
タ
リ
ア
で
は「
新

世
界 m

ondo nuovo

」
と
も
呼
ば
れ
た

15
。
こ
う
し
た
用
語
は
、
現
実
の

風
景
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
新
世
界
の
風
景
、
架
空

の
世
界
の
光
景
を
三
次
元
に
迫
真
な
も
の
と
し
て
見
せ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

娯
楽
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
現
実
の
も
の
も
架
空
の
も
の

も
含
む
、
バ
ー
チ
ュ
ア
ル
な
観
光
体
験
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
娯
楽
と
し
て
の
バ
ー
チ
ュ
ア
ル
な
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
新
し
い
側
面
は
、
し
た
が
っ

て
、
蒸
気
機
関
車
や
写
真
術
が
出
現
す
る
前
の
時
代
に
、
絵
画
や
版
画
に

よ
る
バ
ー
チ
ュ
ア
ル
な
観
光
体
験
を
与
え
る
仕
掛
け
だ
っ
た
と
表
現
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

　

最
後
に
論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
に
類
似
の

光
学
装
置
と
し
て
十
七
世
紀
半
ば
に
出
現
し
た
覗
き
眼
鏡
は
、
十
八
世
紀

か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
民
衆
芸
術
と
し
て
西
洋
で
も
日
本
で
も

中
国
で
も
大
流
行
し
た
。
光
学
的
原
理
の
単
純
さ
ゆ
え
に
、こ
の
装
置
は
、

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
な
ど
の
光
学
的
装
置
と
混
同
さ
れ
や
す
く
、
こ
れ

を
指
す
用
語
も
分
散
状
態
に
あ
っ
た
。

　

当
初
、
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
勃
興
し
た
遠
近

法
で
描
か
れ
た
景
観
図
（l andscape prints

）
を
遠
近
法
的
視
覚
の
も
と
、

迫
真
の
姿
で
見
る
／
見
せ
る
工
夫
と
し
て
出
発
し
た
こ
の
光
学
装
置
は
、

次
第
に
、
歴
史
的
戦
闘
や
政
治
的
事
件
、
有
名
な
宗
教
的
場
面
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
、
大
災
害
の
様
子
や
幽
霊
・
お
化
け
・
異
世
界

を
見
せ
る
ピ
ー
プ
シ
ョ
ー
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
異
世
界
の
隣
り
合
わ

せ
で
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
新
世
界
へ
の
仮
想

的
な
旅
行
体
験
を
与
え
る
役
割
も
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

市
井
の
見
世
物
と
し
て
、
こ
の
最
終
進
化
形
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
都

市
に
も
生
息
し
て
い
た
。
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江
戸
期
視
覚
文
化
の
創
造
と
歴
史
的
展
開
：
覗
き
眼
鏡
と
の
ぞ
き
か

ら
く
り
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
。 

板
垣
俊
一
に
は
、
関
連
論
文
と
し
て
次
が

あ
る
。
板
垣
俊
一
「
中
国
の
〈
の
ぞ
き
か
ら
く
り
〉 : 

拉
洋
片(

ラ
ー
ヤ
ン
ビ
ェ
ン)

」

『
県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
五
集 

五(

二
〇
〇
八)

：
三
八
九
―

四
〇
七
、 

板
垣
俊
一
「
江
戸
時
代
の
覗
き
眼
鏡 : 

江
戸
時
代
に
お
け
る
西
洋
製
光
学

器
具
の
受
容
」『
新
潟
の
生
活
文
化
』
第
十
七
号(

二
〇
一
一)

九
―
二
四
頁 

、 

板

垣
俊
一
「
遠
近
法
絵
画
と
覗
き
見
の
装
置 : 

現
実
の
風
景
は
ど
の
よ
う
に
し
て
絵
に

な
っ
た
の
か
」『
国
際
地
域
研
究
論
集
』第
二
号 （
二
〇
一
一
） 

一
五
七
―
一
七
五
頁
。 
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他
に
、坂
井
美
香
が
こ
の
分
野
に
関
し
て
精
力
的
に
研
究
し
て
い
る
。
坂
井
美
香「
覗

き
か
ら
く
り
とpeepshow

の
接
点
―
西
欧
覗
き
か
ら
く
り
― (

二
〇
〇
八
年
度 

奨
励
研
究
成
果
論
文)

」『
年
報
非
文
字
資
料
研
究
』
第
六
号
（
二
〇
一
〇
）
二
二
一

―
二
四
八
頁 

、 

坂
井
美
香
「
近
世
覗
き
か
ら
く
り
は
何
を
見
せ
た
か
、
そ
の
一
―
カ

ラ
ク
リ
を
覗
く
―
」『
年
報
非
文
字
資
料
研
究
』
第
八
号
（
二
〇
一
二
） 

一
〇
七
―

一
三
六
頁
、 
坂
井
美
香
「
明
治
初
期
、「
西
洋
眼
鏡
（
せ
い
よ
う
め
が
ね
）」
の
盛
衰 

: 

人
は
な
ぜ
覗
き
、な
ぜ
観
る
の
か
」『
年
報
非
文
字
資
料
研
究
』第
九
号 （
二
〇
一
三
）

九
三
―
一
一
八
頁
。 
坂
井
美
香
「
覗
き
か
ら
く
り
、「
か
ら
く
り
」
考
」 『
年
報
非
文

字
資
料
研
究
』
第
十
号
（
二
〇
一
四
）
四
〇
九
―
四
三
八
頁
。

8　

板
垣
俊
一
『
江
戸
期
視
覚
文
化
の
創
造
と
歴
史
的
展
開
』(

三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
二) 

序
。

9　

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
グ
ル
『
近
代
の
小
道
具
た
ち
』（
三
島
憲
一
訳
、青
土
社
、

一
九
九
〇
）
第
四
章
「
顕
微
鏡
に
よ
る
自
然
の
秘
密
の
発
見
」。

10　

田
中
祐
理
子
『
科
学
と
表
象
：
「
病
原
菌
」
の
歴
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
。

11　

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
グ
ル
『
近
代
の
小
道
具
た
ち
』（
三
島
憲
一
訳
、青
土
社
、

一
九
九
〇
）
第
一
章
「
道
具
と
し
て
の
眼
」
＆
第
二
章
「
望
遠
鏡
と
反
省
」。

12　

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
「
江
戸
の
視
覚
革
命
再
考
」（
注
6
）。

13　

遠
近
法
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
非
常
に
数
多
い
。
こ
こ
で
は
、
古
典
的
な
次
の

四
点
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
『〈
象
徴
形
式
〉
と
し
て
の
遠
近
法
』
木
田
元
監
訳
、

哲
学
書
房
、
一
九
九
三
。

Sam
uel Y. Edgerton, Jr., The Renaissance Rediscovery of Linear Perspective, 

N
ew

 York, 1975.

エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
「
遠
近
法
」『
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
思
想
史
大
事
典
』（
丸
善
出
版
、

二
〇
一
六
）

ヴ
ァ
ス
コ
・
ロ
ン
キ「
光
学
と
視
覚
」（
高
橋
憲
一
訳
）『
西
洋
思
想
大
事
典
』（
平
凡
社
、

一
九
九
〇
）。

　

遠
近
法
の
用
語 perspective 

に
つ
い
て
は
誤
解
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
基
本
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
一
点
指
摘
し
て
お
こ
う
。
中
世
ラ
テ
ン
語
のperspectiva

は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
の οπτική (optice)

の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
現
代
の
光
学
を

指
す
用
語
で
あ
っ
た
。
十
七
世
紀
に
入
る
と
、perspective 

は
、
遠
近
法
を
中
心
的

に
指
す
用
語
と
な
る
が
、
中
世
ラ
テ
ン
語
の
世
界
で
現
代
の
光
学
を
指
す
学
術
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
ケ
プ
ラ
ー
、
デ

カ
ル
ト
、
ホ
イ
ヘ
ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
経
て
成
立
し
た
近
代
光
学
に
は
、optics 

の
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
光
学
は
、
む
し

ろ
直
訳
的
に
視
学
と
訳
し
た
方
が
誤
解
が
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。） 

　

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
に
つ
い
て
は
、O

laf B
reidbach, K

errin K
linger and 

M
atthias M

üller (eds.), C
am

era O
bscura, 2013.

な
ら
び
に
吉
本
秀
之
「
初
期
の

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
批
判
的
歴
史
：
暗
室
、玩
具
、人
口
眼
、写
生
装
置
？
」『
総

合
文
化
研
究
』
第
十
九
号
（
二
〇
一
五
）
一
八
九
―
二
〇
九
頁
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

14　
バ
ー
バ
ラ
・
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
『
ボ
デ
ィ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
：
啓
蒙
時
代
の
ア
ー

ト
と
医
学
に
お
け
る
見
え
ざ
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
化
』（
高
山
宏
訳
、
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
六
）
四
八
二
頁
。 

他
に
次
の
著
作
も
参
考
に
な
る
。
バ
ー
バ
ラ
・
Ｍ
・

ス
タ
フ
ォ
ー
ド
『
ア
ー
ト
フ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
：
啓
蒙
時
代
の
娯
楽
と
凋
落
す
る

視
覚
教
育
』
高
山
宏
訳
、  

産
業
図
書
、
一
九
九
七
。 B

arbara M
aria Stafford and 

Frances Terpak, D
evices of W

onder: From
 the W

orld in the Box to Im
ages on the 

Screen, Los A
ngeles, 2001. 　

　

15　
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
『
ボ
デ
ィ
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
四
八
一
頁 

。 G
iuliana B

runo, 

Atlas of Em
otion: Journeys in Art, Architecture, and Film

, Verso B
ooks, 2007, 

p.438
のnote 59

は
、「
他
の
言
葉
で
は
隠
さ
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ー
イ
ン
グ
・
ボ
ッ

ク
ス
の
観
光
効
果
を
前
景
化
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
語
の
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吉本秀之「覗く視覚装置の系譜学的研究に向けて：覗き眼鏡と眼鏡絵を中心に」/
YOSHIMOTO, Hideyuki. "Toward a History of Optical Boxes for Looking Into."

—
 

Es
sa

ys
　
—

"m
ondo nuovo"

「
新
世
界
」
と
い
う
フ
レ
イ
ズ
を
重
視
し
て
い
る
。
な
お
、
イ
タ

リ
ア
語
で
は
、
こ
の
語
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
素
晴
ら
し
い
研
究
書
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。C

arlo A
lberto Zotti M

inici (ed.), Il m
ondo nuovo. Le m

eraviglie della 

visione dal Settecento alla nascita del cinem
a, M

azzotta, 1988. 


